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LinkStation ネ、ジトワークハードテイスク〜簡単接続巧イド 




に 


±た 


<だない 


最ののセットでッブ 

し inkStation を它、ジト 
ア、ジプする方へ （1 台目 
のパソコン） 


WindawsVi が a/XP/ 2000 をみ i か、のおへ 

本紙おもて面に記載の手順 1 〜夕 にしたがって它ツトアツフしてくださ 
し、。 


MaeOSX/0 •ミクが降を巧使いの巧へ 

手順 4 〜夕は Windows 環境での手順です。 Mac OS X10.3 .9W 降を 
お使ぃの方は、ユーテイリテイ CD 内の [LinkNavigator] アイコンをダ 
ブルクリックし、 LinkNavigator の表示にしたがつて它ツトアップして 
<ださい。 


治目腸のパ v]> 

2台目 W 峰のパソコンで 
使用する方へ 

※它ツトアツフ完了後に、它ツトアツフ 
したパソコンとは別のパソコンで 
LinkStation を使用するための手順を 
説明しています。 



W;rK/oivsVfSfa/XP/2000 を巧使い 
の巧へ 

本紙う6面「2台目じI陷のパソコンで使用する方へ」にした 
がって、 LinkStation をネツトワークドライブとして割り当 
ててお使いください。 

MaeOS 乂/0.3夕腸をホ使いの方へ 

別紙 「LinkStation リファレンスガイド」の 「LinkStation 
の共有フォルダを開く」を参照してお使いください。 


) パツケ ーV のめ容を i 岳認しまミ。 

確認した 項目には/を 付けてください。 


万一、不足している物があリました6、お買い求めの販売店にご連絡ください。 


なお、製品の形状はイラストと異なる場合があリまず。 

□ LinkStation 本体 . 1台 

□ LAN ケーブル（ストレート /2 m ). 1本 

□ユーテイリテイー CD (ハイブリ、ジド CD - ROM ). 1巧 

X なのものが収録されています。 


- NAS Navigators ( LinkStation の検索-表示-設定/ Windows ら Mac 0 S 10.3. 9し：僻） 

-ファイル共有 t キュリテイレベル変更ツール （ tz キュリテイレベルの変更 / Windows Vista ) 
-簡単バックアップ〔パソコンのデータをバックアップ/ Windows ) 

- Adobe Reader （ PDF ファイル閲覧ソフトウエア/ Windows ) 


□ LinkStation リファレンス乃イド . 1巧 

□ Web アク它ス機能の使いかた . 1ホ女 

医 f はじめにお読みください（本紙） . 1巧 


X 本製品を捆包している箱には、保証書と本製品の修理についての条件を定めた約款が記載されていまず。 

本製品の修理をご依頼頂く場合に必要となリまずので、大切にイ呆管してください。 

X 別紙で追加情報が同捆されているときは、必ず参照してください。 
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本製品を縦置きの向きに設置します。 



源/ LAN ケーブルは も W 接縮しないでくださし、。 


を部のを称 



①電源ランプ〇 

電源 ON :緑色に点灯 
電源 OFF :消灯 
起動や/終了や：緑色に点滅 


(D ステータス ランプろ^ 

緑色、檔色、赤色に点灯します。詳し<は、 

「 Links ね tion リファレンスガイド」をご参照くださ 
い。電源が OFF の時や LAN ケーブル未接続時は消灯 
しています。 

③電源スイツチ 

電源 ON :電源スイッチを押します。 

電源 OFF :電源スイッチを3秒間押し続けます。 


® 初期化スイツチ 

Links ね甘 on 動作時（電源ランプ点灯）に、ボールぺ 
ンの先などで5秒間押し続けると、本製品の設定内容 
( IP アドレス、管理者パスワード）が出荷時設定に変 
要されます。 

感フアン 

つアンを塞ぐような設置はしないでください。 

© LAN ポート 

LAN ケーブルを接続します。 

③盗難防止用ワイたーホール 

市販のワイトーなどで固定することができます。 

感 アース ヴラウンド 

市販のアース線を別途購入し、接地して<ださい。 


3 パ V3> 本体の電源スイ’/乎を OAI にし、パ V3> を 
起動し素す。 

X DHCP ヴーバが設定されている環境では、本製品をネットワークに接続して電源スイッチを ON 
にするだけで使巧することができます（必ず電源スイッチを ON にするよリ先に、本製品をネッ 
トワークに接続してください）。 

但しこの場ち、曰時設定、ネットワークドライブ割リ当て等が設定されておりまだん。これ 
6を自動設定する手順 4W 陈を行うことをおすすめします。 

■ ウイルス巧策ソフトウエアや Windows Vista/XP を使巧していミ場ミ、フアイアウォール機 
能が有効に設定されていることがあります。本製品を它ットアップする前に必ず無効にして 
ください。有効に設定されていると、本製品を它ットアップできないことがあリます。設定 
方法は、をソフトウェアのマニュアルを参照してください。它ツトアップ後に、ファイア 
ウォール機能の設定を元に房してください。 



が属のユーテイ ■ 1テイ ーCD をパ V3> にか •/1- します。 

LinkNavigato 厂が起動しまず 0 


※画面の色数は [High Color (16 ビット）] W 上に設定しておいてください。 

256色 W 下では、 LinkNavigator の画面が正しく表示されまだん。 

XWindows Vista をお使いの場ち、自動再生の画面が表示された6、 [LSNav し exe の実巧] 
をクリックしてください。また、「プ□ヴラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と 
表示された6、[続行]をクリックしてください。 


||>セ"/卜で"/ブを宴巧します。 



g すつ ジヨで_ I --: 就直為 


※この画面が表示されないときは？ 

ユーテイリテイー CD 内に収録されている 湖 アイコン （ LSNavi . exe ) をダブルクリックし 
てください。 


達 


最新の情報や対応機種については、カタ□ヴまたはインターネットホームぺージ （buffalo JP ) をご参照ください。 

参 LAN ポート 参巧応プ日トコル TCP/IP 


参巧応ネツトワークフアイルシステム SMB/CIFS 
•平均消費電力 17 W 


規格：1000 BASE-T : EEE 802.3 ab 華拠 
100 BASE-TX : EEE 802.3 U 華拠 
10 BASE-T : EEE 802.3華拠 
コネクター: RJ -4 巳型8極コネクター 
アク t ス方式： CSMA / CD 方式 
転送速度：1000 Mbps を二重（自動認識） 

100 Mbps を二重/半二重（自動認識） 

10 Mbps を二重/半二重〔自動認識） 

XLinkStation は LAN 接続タイプのハードディスクです。パソ 
コンの USB コネクターに接続して使巧ずることはできまだん。 


参フオーマツト 出荷時にフォーマット済み 

•巧応 OS 

Windows Vista / XP / 2000 、 Mac OS X 10.3.9 iU 降 

•動作環境 

温度：日〜3巳で湿度： 20〜80% ( 結露なきこと） 


•出荷時設定 

DHCP クライアント機能： 使用ずる 

XDHCP サーバがネットワーク内に無い場合は、なのように自動設定されまず。 

IP アドレス： 169.2 巳 4. XXX. XXX (下線部は LinkSta 甘 on 起動時に他の機器と重複しない IP アドレスに決定されます。） 
サブネットマスク： 255.255 .0.0 

デフオルトヴートウエイ： なし （ DHCP サーバーか6取得） 

DNS ヴ ー バ： なし （ DHCP サーバーか6取得） 

ワークヴルーフ名： WORKGROUP 


h セ"/卜で"/ブを襄巧します。 
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画面のお示にしたがつで、 L/nkS わが on の巧り付 
け、Vフトウェでのイ> ストールを1子つで < だない。 

^ LinkNavigator で自動設定された内容は、デスクトップにテキストつアイルとして保 
をされます。 


8 ■"設まち了です J じを示ミれたち、[巧へ]を 
ク■い/クし素す。 



9 r LinkrS 乎 a ん on りフでし >スがイド j を参照し 
で、 Links わん on の其ちフオルダーを巧ミます。 


が降は、他の/\-ドテイス々じ同 G ぶうにフで 
イルのお巧巧じしで巧使いくだミい。 


が上でセットでッブはち了です。 
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LinkNavigator で它ツトアップできないとき、它ツトアップしても 
Links ね tion が使用できないときのげ表的な現象と原因を W 下に記載します。 


現象：ネリ期設定中にもの画面 （「 LinkStation が 
見つかりまだんでした」「接続可能な 
LinkStation はあリまだん」「設定を完了でき 
まだん」「通信ができまだん」）が表示される。 



原因1丄 AN ケーブルが接続されていない 

電源ケーブルと LAN ケーブルを接続し直し、再度 LinkStation の電源 
スイッチを ON にしてください。 

原因2 •ファイアウォール機能が有効となっている、常駐ソフトウェアがイ 
ンス I ルされている 

ファイアウォール機能を無効にずる、またはファイアウォール機能が 
有効となっているソフトをアンインストールして再度検索をお試しく 
ださい。 

原因3 •無線、有線アダプタがそれぞれ有効になっている 

Links ね tion に接続ずるための LAN アダプタ IU 外を無効にしてくださ 
し、無効にずる手順の例は次のとおリでず。 

Windows Vista 

1. [コンピュータ（またはマイコンピュータ）]をもクリック^ [管 
理]をクリックしまず。 

2. [デバイスマネージト]-[ネットワークアダプタ]の「+」をク 
リックします。 

3 •使巧で巧にずるネットワークアダプタ名の接続アイコンをちク 
リックし、[無効]をクリックします。 

4. [このデバイスを無効にずると機能しな<なリまず]と表示された 
ら、 [はい]をクリックしまず。 

IU 上で設定は完了でず。 

Windows XP 

1. [スタート] 一 [コント□ールパネル]をクリックしまず。 

2. ([ネットワークとインターネット接続])-[ネットワーク接 
続]をダブルク IJ 、 ソクします。 

3 •使巧不可にずるネットワークアダプタ名の接続アイコンをちク 
リックし、[無効にずる]をクリックします。 

IU 上で設定は完了です。 

Windows 2000 

1.[スタート] 一 [設定] 一 [ネットワークとダイたルアップ接続] 
をクリックします。 

2 •使巧不可にずるネットワークアダプタ名の接続アイコンをちク 
リックし、[無効にずる]をクリックしまず。 

IU 上で設定は完了です。 

原因4 .LAN ケーブルの不良、または接続が不安定になっている 

接続ずるノ\ブのポートや LAN ケーブルを変更してお使いください。 

原因5 •お使いの LAN ボード/力ード/アダプターがが障している 

LAN ボード/カード/アダプタを変更してお使いください。 

原因6 •お使いの LAN ボードがハブの伝送モードが設定されていない 

LAN ボードやハブ側で伝送モードを [10 M 半二重]または [100 M 半 
二重]に変更して<ださい。 

LAN ボードやハブによっては、伝送モードが [Auto Negotiation ] 
(自動認識）に設定されていると、ネットワークに正しく接続できな 
いことがあリまず。 

原因7 •ネットワークブ IJ ッジがななする 

使巧していないネットワークブリッジが構成されている場合は、削除 
してください。 

原因8 •異なるネットワークか6キミ索を巧っている 

ネットワーク t グメントを超えて検索を行うことはできまだん。検索 
ずるパソコンと同一の tz グメントに LinkStation を接続してくださし、。 

原因9 . TCP/IP が正しく動作していない 

LAN アダプターのドライバーを再インス!-ールしてください。 
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2 合目が降のパ V コ >で使巧まる方へ 


2台目 W 峰のパソコンで使用ずるには、付属のユーティリティー CD をパソコンに它ットし、次の手順で它ットアップしてください。 LinkStation の共有フスルダーを開きかたにつ 
いては、 「 LinkStation リファレンスガイド」をご参照ください。 

じ I 晩ま、他のハードディスクと同じようにファイルの保ち先としてお使いください。 





「;欠へ J をクリ. 



[パソコンの它ツトアツフ]をクリック 



※它ットアップできない （ LinkStation が認識されない）ときは：本紙おもて面の 「た ットアップできないとさは」をお読みください。 

※上記に記載の手順は 、 Windows Vista / XP / 2000のものです。 

XWindowsVista をお使いの場ミ、自動再生の画面が表示された6、 [ LSNavi . exe の実行]をクリックしてください。また、「プ□ヴラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表示された6、[続行]をク 
リックして < ださい。 


LinfcS 乎 a + ion のフォルダーが突が閲かなく巧つでしまつたじきは 

お使いのネットワーク環境によつては、 IP アドレスが変更されたり、ワークヴループが変更されたときなど、ネットワークドライブとして割リ当てたアイコンやショート 
カットか6突が LinkStation にアク它スできなくなつてしまうことがあリまず。このようなときは、次の手順で共有フオルダーを開いてください。 

XNASNavigators、LinkStation を検索し、フォルダーを簡単に開く便利なユーティリティでず。付属のユーティリティ （ LinkNavigator ) でインス!—ルずることができまず。 

1[スタート]-[(すべての）プ□クラ厶]- [ BUFFALO ] - [BUFFALO NAS Navigator ] - 
[BUFFALO NAS Navigator 2] をクリックします。 

NAS Navigato 怯が起動しまず。 

XMacOS では、[アプリケーション]- [ BUFFALO ] つオルダー内の [NAS Navigator 2] を 
ダブルクリックしてください。 

2 LinkStation のアイコンをダブルクリックします。 

LinkSta 甘 on の共有つォルダーが開きまず。 

XMacOS では、デスクトップ画面に LinkStation がドライブアイコンとしてマウントされるか、円 nder の 
サイドバーに表示されまず。 



※画面は Windows Vista での例です。 


ここに記載された手順でもフオルダーを開けないときは、物理的に接続されていない、正常に LinkStation が認識されていない可能性があリます。 LAN ケーブルを接続し直し、パソコンおよび 
LinkStation を再起動してください。 


停電発生時が電源が ON のが態のまま AC ケーブルを取リタトすと、 LinkStation のファームウエアが破損し、共有フオルダーが開かなくなつてしまうことあリます （ NASNavigator 2 ではお索できるが 
フオルダーを開けない）。このようなときは、製社ホームぺージ （ buffalojp ) から最新のファームウエアをダウン日ードし、アップデートしてください。 


パ7コ>のテータを八"/クで"/フ。するには (Wifw/ows のみ） 


パソコンのデータを LinkStation に 
バックアップしたい 
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付属の簡単/ \’ツクアツプで巧います。 


パソコン 


□ 

LinkStation 


使いかたについては t ットアップ後に、[(すべての）プ□ヴラム]-[巨 UFFAL 0]- [簡単バックアップ] 
[簡単ノ\'ツクアップマニュアル]をご参照<ださい。 


付属のユーテイリテイー CD ( LinkNavigator ) では、次のソフトウェアをインス!ルすることができます。 

わ、ソトアップ中に表示される選択画面で、ソフトウエアを選んでインストールしまず （LinkNavigator の[オプション]をク U 、 ソクし、画面の指示にしたがつてインストールずることもできまず。 


[BUFFALO NAS Navigator 2] 


LinkStation のな有フォルダーを開く時や、 LinkStation の検索-表示•設 
定するときに使用するソフトウエアです。 

LinkNavigator の[かんたんスタート]をクリックして tz ットアップすると、 
必ずインストールされます。 


乂イン画面 


[ファイル共有它キユリテイレベル変更ツール] 


Windows Vista で LinkSta 甘 on の共有フオルダーに「パスワードで保護する」を 
設定するときは、 Windows のセキュリティレベルを変更する必要があります。 
[スタート]- [ BUFFALO ] -[ファイル共有 t キュリテイレべレ変更、ソール]-ロァ 
イル共有 tz キュリティレべレ変更ツール]で「ファイル共有の它キュリテイレべレを 
変更する」を選択すると変更することができます（元に戻すときは、「元に戻す」を 
選択します）。 

《Windows Vista のみインストールされます。 

※初期它ットアップ中、「它キュリティレベルを変更します。よろしいですか？」と表示 
されます。[はい]をクリックしたときは、画面の指示にしたがってパソコンを再起動 
してください。 


タ フアイがユリテイレ〜レ巧をツール 
乃ん巧あのがュリティレベル域史す。 

X黃齡ぶ瓣过總 SWion/Tera 如 tion®- 巧 

織緻激銷热 ュリ， ィ…綱扣け獄 し' 


けイル其ものがじりティい<；, 
なイル其ちのがれりティレべ, 


r m II 中止 1 


乂イン画面 


[簡単バックアップ] 

パソコンの y '- 夕を LinkStation にバックアップしたいときに便利なユー了イ 
リテイです。使いかたについては tz ットアップ後に、[(すべての）プ□グラ 
ム]- [ BUFFALO ]- [簡単バックアップ]-[簡単バックアップマニュアル] 

をご参照ください。 

^ 

ュィち:…… BUFFALD 

峭严1 軍 SJ 回"加，細か-成 J 

， - 1 


XMac OS では使用できまだん。 

pL ' ィがキをで-す；. 嗎云; ^ ' — * . 


乂イン画面 

[Adobe Reader ] 


マニュアルには一部 PDF ファイルが含まれています。 PDF ファイルを読むにはパソコンに Adobe Reader が 
インス!ルしてある必要があります 。 Adobe Reader がない環境をお使いの場合にインス!ルしてくだ 
さい。使いかたについては Adobe Reader のヘルプを参照してください。 

XWindowsXP/ 2000をお使いの方は、最新の Windows サービスパックをインス! -- ルした環境でお使いください。サービ 
スパックは http://www.microsoft.com/ja/jp/ にてダウン□—ドすることができます。最新でない場合、 Adobe 
Reader がインス!''ールできないことがあります。 


ソフトウェアのご紹か 


※インス!ルしたソフトウェアを削除するときは、々のように行つてください。 

Windows Vista/XP/ 2000 : LinkNavigator の[オプション]-[ソフトウェアの削除]をクリックしてください。 MacOSX 10.3.9 : LinkNavigator の [NAS Navigator のアンインス! -- ル]をクリックしてください。 


安全にお使いいただくために必ずお守リください 


お客様や他の人々へのを害や財産への損害を未然に巧ぎ、本製品を安全にお使いいただくために守っ 
ていただきたい事項を記載しました。 

正しく使巧するために、必ずお読みになリ内容をよく理解された上で、お使いください。なお、本書に 
は弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運巧全般に関するを意事項も記載 
されています。 

パソコンの故障/トラブルや、いかなるデータの消失-破損または、取リ扱いを誤ったために生じた 
本製品の故障/トラブルは、弊社の保証巧象には含まれまだん。あ6かじめご了承ください。 

使用している表示と絵記号の意口未 


警告表示の意口未 


A 警告 

絶巧に行ってはいけないことを記載していまず。この表示のミま意事項を守6ない 
と、使巧者が死こまたは、重傷を負う可能性が想定される内容を示していまず。 

A \ ミ主意 

この表示のミ主意事項を守6ないと、使用者がけがをしたリ、物的損害の発生が考 
え6れる内容を示していまず。 


絵記号の意味 _ AS ) 参の中やおくに具体的な指示事項が描かれています。 


A 

警告-注意を促す内容を示しまず。（例： A 感電ミ主意） 

S) 

してはいけない事項（禁止事項）を示します。（例：®分辭禁止） 

• 

しなければな6ない行為を示します。（例： g プラグをコン它ントか6抜く） 




〇 本製品を取リ付け、使巧する際は、必ずパソコン^一力および周辺機器乂一力が提示す 
™ る警告やを意指示に従〇てください。 


® 本製品の分解-改造-修理を自分でしないでください。 

义災•感電-故障の恐れがあリます。また本製品のシールやカバーを取リタトした場合、修理をお断リすることがあ 
分辭禁止 リます。 


AC 100 V (50/60 HZ ) lU 外の〕ン tz ントには、絶巧に電源プラグを差し込まないでください。 

ミ每タトなどで異なる電圧で使巧ずると、シヨートしたリ、発煙、义災の恐れがあリまず。 


電源プラグは、コンたントに完全に差し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使巧ずると、ショートや発熱の原因となリ、义災や感電の恐れがあリまず。 


( V ) 電源ケーブルを傷つけたリ、加工、加熱、修復しないでください。 

乂災になったリ、感電ずる恐れがあリ、本製品の故障の原因ともなリまず。 

-設置時に、電源ケーブルを壁やラック（棚）などの間にはさみ込んだリしないでください。 

-重いものをのだたリ、引っ張ったリしないでください。 

-熱器具を近付けたリ、加熱しないでください。 

-電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてください。 

-極端に巧リ曲げないでください。 

-電源ケーブルを巧続したまま、機器を移動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社サポート t ンターまたは、お買い上げの販売店にご相談ください。 



誰 


強制 


〇 電気製品の内部やケーブル、コネクター類に小さなお子様の手が届かないように機器を配 

置してください。 

弓至制 さわってけがをずるを険があリまず。 


〇 小さなお子様が電気製品を使巧する場合には、本製品の取リ扱いち法を理解した大人の 
監視、指導のもとで行うようにしてください。 


〇 濡れた手で本製品に触れないでください。 

電源ケーブルがコン t ントに巧続されているときは、感電の原因となリます。また、コン t ントに巧続されていな 
強制 くても、本製品の故障の原因となリまず。 


^ 煙が出たリ変な臭いや音がした6、すぐにコン它ントか6電源プラグを抜いてくださ 

電ミ原ミ^グをそのまま使巧を続けると、シヨートして义災になったリ、感電ずる恐れがあリまず。 

な\ 弊社サポート它ンターまたは、お買いホめの販売店にご相談ください。 


(§) 

水場での 
使用禁止 


風呂場など、水分や湿気が多い場所では、本製品を使巧しないでください。 

义災になったリ、感電や故障する恐れがあリまず。 


が 本製品を落としたリ、強い衝撃を与えたリしないでください。与えてしまった場合はす 

W ぐにコンたントか6電源プラグを抜いてください。 

電沾'ノフクをそのまま使巧を続けると、ショートして义災になったリ、感電ずる恐れがあリまず。弊社サポート它ンターまたは、 
抜、 お買いホめの販売店にご相談ください。 


0^ 本製品に液体をかけたリ、異物を内部に入れたリしないでください。液体や異物が内部 

W に入ってしまった6、すぐにコン它ントか6電源プラグを抜いてください。 

電;，吊グをそのまま使巧を続けると、 シヨー トして义災になったリ、感電ずる恐れがあリまず。弊社サポート它ンターまたは、 
ず$、 お買いホめの販売店にご相談ください。 


電源ケーブル（または AC アダプター）、信号ケーブルは必ず本製品付属のものをお使い 
ください。 

本製品付属じ J タトの電源ケーブル（内部接続用含む）、 AC アダプタ、信号ケーブルをご使巧になると、電圧や端子の 
極性が異なることがあるため、発煙、発乂のおそれがあリまず。 


Q 

禁止 


〇 静電気による破損を巧ぐため、本製品に触れる前に、身近な金属 （ ドアノブやアルミ 
サッシなど）に手を触れて、身体の静電気を取リ除いてください。 

強制 人体などか6の静電気は、本製品を破損、またはデータを消失、破損さだるおそれがあリます。 


A ミま意 


〇 

強制 

パソコンおよび周辺機器の取リ扱いは、各機器のマニュアルをよく読んで、各^一力一 
の定める手順に従ってください。 

S) 

禁止 

次の場所には設置しないでください。感電、义災の原因となったリ、製品やパソコンに 
悪影響を及ぼすことがあリます。 

-強い磁界、静電気が発生ずるところ 

-温度、湿度がパソコンのマニュアルが定めた使巧環境を超える、または結露ずるところ 

-ほこリの多いところ 一故障の原因となリまず。 

-振動が発生ずるところ ^けが、故障、破損の原因となリまず。 

-平らでないところ ^転倒したリ、落下して、けがや故障の原因となリます。 

-直射日光が当たるところ 一故障や変形の原因となリまず。 

-乂気の周辺、または熱気のこもるところ一故障や変おの原因となリまず。 

-漏電、漏水のを険があるところ ^故障や感電の原因となリます。 

〇 

強制 

本製品の取リ付け、取リ外しや、ソフトウェアをインストールするときなど、お使いの 
パソコン環境を少しでも変更するときは、変更前に必ずパソコン内（ハードディスク等） 
のすベてのデータを M 0 ディスク、フ□ッピーディスク等にバックアップしてください。 
誤った使い方をしたリ、故障などが発生してデータが消失、破損したときなど、バックアップがあれば被害を最小 
限に抑えることができまず。 

バックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかねまずのであらかじ 
めご了承ください。 

〇 

強制 

ハードディスク内のデータは、必ず他の^ディア （ M 0 ディスク、 CD - R / RW 、 DVD 等） 
にバックアップしてください。 

とくに、修復、再現できない重要なデータは、オリジナルの更新前、更新後と、常にこ重のバックアップを作成さ 
れることをおずずめしまず。なのような場合に、データが消失、破損ずる恐れがあリまず。 

-誤った使い方をしたとき 
-静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき 
-故障、修理などのとき 
-天災による被害を受けたとき 

上記の場合に限らずバックアップの作成を怠ったために、データを消失、破損した場合、弊社はその責任を負いかね 
まずのであらかじめご了承ください。 

〇 

強制 

名■接続コネクターのチリやほこリ等は、取リのぞいてください。また、 

を接続コネクターには手を触れないでください。 

故障の原因となリまず。 

禁止 

本製品の上に物を置かないでください。 

傷がついたリ、故障の原因となリまず。 

S) 

禁止 

シンナーやベンジン等の有機溶剤で、本製品を拭かないでください。 

本製品のミちれは、乾いたきれいな巧で巧いてください。ミちれがひどい場合は、きれいな巧に中性洗剤を含まだ、か 
たくしぼってからなき取ってください。 

0 

禁止 

本製品へのアク tz ス中は、本製品か6電源ケーブルを抜いたリ、電源スイッチを OFF 
にしないでください。 

データが消失、破損ずる恐れがあリまず。 

〇 

強制 

本製品を廃棄するときは、地ち自治体の条例に従ってください。 

ま例の内容については、を地ち自治体にお問い合わだください。 


ハードディスクの破棄*譲ミ度*交換*修理時の;'主意 

「削除」や「フォーマット」したハードディスク上のデータは、完全には消まされていまだん。お客様が、廃棄•譲渡-交換- 
修理等を行う晩こ、ハードディスク上の重要なデータが流出するというトラブルを回避するためには、ハードディスクに記録さ 
れた全データを、お客様の責任において消ますることが非常に重要となリます。 

ソフトウエアを削除することなくハードディスクやパソコンを譲渡すると、ソフトウエアライ t ンス使用許諾契約違反になるこ 
とがありますので、ごミま意ください。万一、お客様の個人データが漏ミちしトラスレが発生したとしましても、弊社はその責任を負 
いかねますのであ6かじめご了承ください。 — 

詳しくは、 http ：// buffalo . melcoinc . co . jp / support _ s / hddata.html をご覧ください。 

Links ね甘 on のデータを完全消まするには、専門業者に完全消去作業を依頼することをおすすめします。 


GPL/LGPL ライ tz ンスについて 

本製品は、 GPL / LGPL の適用ソフトウェアを使雨しておリ、これ6のソフトウェアのソースコードの入手、改変、再配巧の柜 
利があることをお巧6だします。才ープンソースとしての性格上著作衛こよる保証はなされておリまだんが、本製品については 
保証書記載の条件によリ弊社による保証がなされています。 

GPL / LGPL のライ tz ンスについては、添付 CD - ROM 内 GNU 丄 ICEN 沈. PDF をご覧下さい。 

変更済み GPL 巧象モジュール、その配巧方法については、弊社サポート tz ンターにご連絡ください。配巧時発生する費雨は、お 
客様のご負担となります。 


本製品について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基華に基づ<クラス到育報技術装置です。この装置は、家庭環 
境で使苗することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使苗されると、受信障害を引さ起 
こすことがあリます。取扱説日月書に従って正しい取リ扱いをしてください。 

受信障害について 

ラジオやテレビジョン受信機 （ LU 下、テレビ）などの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品による影響と思われました6、 
この商品の電源スイツチをいったん切って<ださい。電源スイツチを切ることによリ、ラジオやテレビなどが正常に回復するよ 
ろでしたら、 しソ後はなの方法を組み合わだて受信障害を防止してください。 

-本機と、ラジオやテレビヌヌ方の向さを変えてみる 
-本機と、ラジオやテレビヌヌ方の距離を離してみる 
-この商品とラジオやテレビヌヌ方の電源を別系統のわのに変えてみる 


はじめにお読みください 

2008 年 9 月 22 日第 2 版発行 
発行 株式ミ社ノ くッファ□一 











































































































































































